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研究成果の概要（和文）：　買い物弱者に対する解決策の１つとして運用されている移動販売車の利用者の栄養
摂取量を今回初めて明らかにした．その結果，移動販売者利用者は店舗利用者と比較して主要たんぱく源である
肉類の摂取が51％と著しく低く，たんぱく質摂取量は有意に減少した．摂取たんぱく質の不足はフレイルを進行
させる．その改善策を３点示唆するとともに，たんぱく質の摂取量を増加させる実証実験を行うこととした．過
疎地域の低アルブミン血症の者を対象に，高たんぱく質食品を付加し，定期的に血中成分を分析した．その結
果，血清アルブミンが有意に増加したことから，高たんぱく質食品の飲用が栄養状態の改善に効果があると認め
られた．

研究成果の概要（英文）： For the first time, we have revealed the nutritional intake of users of 
mobile sales vehicles, which are used as one of the solutions for the shopping vulnerable people. As
 a result, mobile seller users had a significantly lower intake of meat, the main protein source, at
 51% compared to store users, and their protein intake was significantly reduced. Insufficient 
protein intake promotes flail. In addition to suggesting three improvement measures, we decided to 
conduct a demonstration experiment to increase the intake of protein. For those with  
hypoalbuminemia in depopulated areas, high protein foods were added and blood components were 
analyzed periodically. As a result, it was confirmed that intake of high protein food was effective 
in improving nutritional status, since serum albumin was significantly increased.

研究分野： 栄養学

キーワード： 買い物弱者　栄養素摂取量　フレイル　たんぱく質付加　高たんぱく質ミルク　血清アルブミン
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　人口の高齢化，地方における過疎化の進行に伴う限界集落の増加により，自宅近くに商店がなくなり，自力で
食料品を入手することが困難な地域が発生している．特に，高齢者への影響が深刻であり，食料品へのアクセス
が難しくなることで，低栄養に陥る危険が指摘されている．その解決策として，店舗の代替となる移動販売車の
運用が開始されているが，これまで利用者の栄養摂取状況に関する報告は見られなかった．今回初めて，移動販
売車利用者の栄養摂取量状況を明らかにした．そして，移動販売車の運用者自身の実現可能な改善によって，利
用者が低栄養摂取状態から回復できることを３点示唆した．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
高齢者人口は，今後ますます増えていく．また，地方においては，過疎化が進み，集落として

存続するのが難しい限界集落が増えている．近くに商店がなくなり，食料品の入手が困難になっ
てきている．いわゆるフードデザートと呼ばれる状態である．自力での食料品へのアクセスが難
しくなる中で高齢者が取り残されつつあり，低栄養に陥る危険が指摘されている． 
その解決策の１つとして，規模の大きな商店が自治体の補助を受けて，あるいは，コンビニエ

ンスストア等が，店舗の代わりとして移動販売車での食料品の提供を始めた． 
 市街地での移動販売車の運用であれば，利用者のそれに対する依存度は少ないものと予想さ
れる．すなわち，日々の栄養摂取量への影響は少ないと考えられる．反対に，食料品店が近くな
い，実質的な過疎地あれば，移動販売車への依存度は極めて高い．今後，この様な環境に陥る地
方自治体は増加する．しかしながら，これまで移動販売車の利用者の栄養摂取状況の調査は皆無
であった．このため，北海道の生活協同組合が運営する移動販売車の利用者の栄養摂取状況
の調査を開始した．その結果，貴重な新たな知見が得られた． 
 
２．研究の目的 
 移動販売車が定期的に地域住民に運用されていること，かつ，近くに食料品店がない利用者を
移動販売車利用者として，食品群摂取量，栄養素摂取量を明らかにし，低栄養に陥っている場合
には，適切な改善策を提案することを目的とした． 
(1)都市近郊部の大型スーパーマーケットの利用者（以下，「店舗利用者」とする．）と比較して，
  移動販売車利用者には栄養素摂取量に制限がみられるのか． 
(2)移動販売車利用者に特徴的な栄養摂取状況がみられるのか． 
(3)１週間あたりの移動販売車の利用回数は，摂取栄養量に影響するのか． 
(4)長年の習慣的な食習慣の改善には，長期にわたる食事指導が必須となるため，受け入れ可能
  な食事改善が望まれるが，移動販売車利用者に適用可能な栄養摂取量の改善策はあるのか． 
 
３．研究の方法 
(1)移動販売車利用者の栄養摂取状況 
 ①対象 
  札幌市にある大型スーパーの店舗入り口にて調査員が調査趣旨を説明し，同意が得られた
 高齢女性，および苫小牧市南部，勇払郡安平町，勇払郡追分町，上川郡北部，美唄市郊外で移
 動販売車に同行した調査員が調査趣旨を説明し，同意が得られた高齢女性の計 257 名を対象
 とした． 
 ②調査項目 
  対象者の基本属性および生活活動強度について，エクセル栄養君を使って，栄養素摂取量お
 よび食品群摂取量を求めた．また，食料品アクセス状況等についても調査した． 
 
(2)ザバスミルク付加介入実験 
 ①対象 
  本研究により，移動販売車利用者の摂取たんぱく質の不足が明らかになったことから，過疎
 地域の低たんぱく血症の者 10 名を対象とし，たんぱく質の摂取量を改善するために，高たん
 ぱく質食品を付加する介入実験を行った． 
 ②調査項目 
  高たんぱく質食品には，明治のザバスミルク（200ml）を選定した．１本あたりのエネルギ
 ー摂取量は 102kcal，たんぱく質量は 15g である．対象者には，これまで通りの食事を維持し
 てもらいながら，３か月間継続して，１日の内で任意の時間に１本のザバスミルクを飲用する
 ることを義務付け，１か月毎に，血清ヘモグロビン，血清アルブミン，血清脂質量を測定した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４．研究成果 
(1)移動販売車利用者の栄養摂取状況 
 ①移動販売車利用者と店舗利用者の栄養摂取量の比較 

 
 表１に示すとおり，移
動販売車利用者と店舗
利用者のエネルギー摂
取量を比較すると，移動
販売車利用者は，店舗利
利用者の 89％と有意に
低下した．たんぱく質摂
取量は，店舗利用者の
91％であった（有意）．
他の栄養素についても，
脂質，炭水化物，カリウ
ム，カルシウム，α-ト
コフェロール，ビタミン
B1，ビタミン B6，ビタミ
ン C，飽和脂肪酸の摂取
量が有意に（p＜0.05～
0.01）少なかった． 
 また，食品群で店舗利
用者と比較して移動販
売車利用者の摂取量が
有意に（p＜0.05～0.01）
少なかったのは，緑黄色
野菜，その他の野菜，果
実類，肉類，乳類，菓子
類，嗜好飲料類であった． 

 
 ②移動販売車以外の買い物手段を持つ者（移動販売車＋その他群）と持たない者（移動販売車
  のみ群）との比較 

 
 表２に示すとおり，
移動販売車以外に買い
物手段を持たない者
（移動販売車のみ群）
は，移動販売車以外の
買い物手段を持つ者よ
りもエネルギー摂取量
が 157kcal 有意に（p＜
0.01）少なかった．その
他，たんぱく質，炭水化
物，ナトリウム，カリウ
ム，鉄，ビタミン B6，
葉酸，食塩相当量でも
摂取量が有意に（p＜
0.05～0.01）少なかっ
た． 
 食品群摂取量では，
移動販売車以外に買い
物手段を持たない者
（移動販売車のみ群）
は，魚介類，調味料・香
辛料の摂取量が有意に
（それぞれ p＜0.05 お
よび p＜0.01）少なかっ
た． 
 

 



 ③移動販売車利用者内での買い物回数の比較 
  移動販売車のみの利用者を，１週間の買い物回数が１回の者と２回の者に分け，両者の栄養
 素摂取量および食品摂取量を比較した．１週間の買い物回数が１回の者は，２回の者よりもエ
 ネルギー摂取量が 247kcal 有意に（p＜0.05）少なかった．また，１週間の買い物回数が２回
 の者と比較して，１週間の買い物回数が１回の者は，たんぱく質，ビタミン D，ビタミン B2 の
 摂取量が有意に（p＜0.05）少なかった．食品群で１週間の買い物回数が２回の者と比較して，
 １週間の買い物回数が１回の者で有意に少なかったのは，卵類であった． 
 
以上をまとめると，移動販売車利用者は，店舗利用者と比較して３大栄養素や種々のミネラル，

ビタミンの摂取量が低値であった．食品群では，野菜類，肉類，乳類等の摂取量が少なかった．
特に，移動販売車のみが食品購入手段である高齢者では，穀類の摂取量は減少しないが，肉類の
摂取量は店舗利用者の 51％，魚介類の摂取量は 85％となった．そのため，たんぱく質の摂取量
は 79％に，エネルギー摂取量は 82％に低下した．また，買い物回数が週に 1回となると，魚介
類および肉類の摂取量はさらに減少した．その結果，たんぱく質の摂取量は，店舗利用者の 64％，
エネルギー摂取量は 69％に減少した． 

 

(2)ザバスミルク付加介入実験 

 
   表３に示すとおり，血清アルブミンが，開始時からコンスタントに有意に増加した．他の Hb，

LDL，TG では，有意な変化はみられなかった．フレイルの判定の１つの要素として，重要なた
んぱく栄養の状態の指標である血清アルブミンが増加したことから，高たんぱく質ミルクの
飲用は効果があると認められた．  
 

(3)考察 
 今回の研究により次の事が示唆された． 
①移動販売車を運用している者は，積載量の制限からどうしても利用者の嗜好や要望にそっ

  た商品を必ず積載するようになるが，敢えてたんぱく質供給源となる肉類，魚類の積載を十
  分にしなければ，購入者の炭水化物摂取量が多くなり，たんぱく質摂取量の改善は望めない． 
②一般のスーパーの利用者は不特定多数であるが，移動販売車の利用者は販売者にとって特

  定の個人である．すなわち，販売者と購入者は，販売を通じて密接な信頼関係が維持されて
  いる．つまり，購入者の生活状況に応じた簡単な栄養相談や助言が可能な栄養学を含む知識
  を販売者が有していれば，利用者の栄養改善に繋げられる利点を持つ． 
③買い物回数が週 1回だけでは，十分な栄養を確保することは難しくなるため，移動販売車は

  少なくとも週 2回の運用が望まれる． 
④フレイルの栄養改善には，食生活指導が含まれるため，実施は容易ではない．例えば，肉類

  の摂取を徐々に増加させようとした場合，今までの食習慣の変更も必要になってくること
  から短期間では実現できないため，何年にもわたって食習慣の変容を確認，指導しなければ
  ならない．もう１つ，難しい点として，肉類，魚等のたんぱく質源となる食品の購入は，決
  して安価ではない．これらの点を考えると，高たんぱく質ミルクは，他のジュース飲料とほ
  ぼ同様の価格で入手できる．また，ミルクは料理材料として使うこともあるが常にそのまま
  飲用できるため，摂取の習慣化は容易であるといえる． 
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